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BOOM!™AUDIOSADDLEBAGSPEAKERKIT(BOOM!™オーディオサドルバッグス
ピーカーキット)

概要

キット番号

76000202

モデル

モデルの適合性については、純正P&Aカタログまたはwww.harley
-davidson.comのパーツとアクセサリーに関するセクション
(英語版のみ)をご覧ください。

注記
このキットのスピーカーのインピーダンスは2 Ωで、厳選され
たハーマンカードン®AM/FM/CDラジオによるハーレーダビッド
ソンアドバンスドオーディオシステム装着モデルにのみ使用
することができます。® 純正P&Aカタログまたはwww.harley
-davidson.comのパーツとアクセサリーに関するセクション
(英語版のみ)をご覧ください。

これらのスピーカーを2005年以前のハーレーダビッドソンオー
ディオシステムに使用した場合、システムは回復できない損
傷を受けます。

取り付け要件

このキットを適切に取り付けるには、サドルバッグリッドの
交換が必要です。リッドはハーレーダビッドソンジャパン正
規販売網店にて別途お買い求めいただけます。

別のアドバンスドオーディオキットの一部として装備されて
いない場合、ラジオハーネス(部品番号69200106)またはノン
ウルトラオーバーレイハーネス(部品番号70169-06A)の別途購
入が必要です。

このキットを適切に取り付けるには、RTVシーラントが必要で
す。

注記
このキットを購入すると、アドバンスドオーディオシステム
と使用される、特別に開発されたサウンドイコライザーソフ
トウェアをご利用いただけます。この独自のイコライザーは
Boom!™オーディオサドルバッグスピーカーの性能とサウンド
レスポンスを最大限に引き出すように設計されたものです。

このキットをハーレーダビッドソンジャパン正規販売網店に
て取り付けていない場合でも、この特別イコライザーソフト
ウェアは、Digital Technician IIを通してどの取扱店でも無
料で使用できます。アップグレードの手続きには販売店のサー
ビス料金が適用される場合があります。

警告

ライダーおよびパッセンジャーの安全を守るため、キットは
正しく装着してください。サービスマニュアルを参照しなが
ら、適切な手順に従ってください。自分で作業を行うことが
難しい場合、または適切な工具を持っていない場合は、最寄
りのハーレーダビッドソン正規販売網店に取り付けを依頼し
てください。本キットを正しく取り付けないと死亡したり重
傷を負うおそれがあります。(00333b)

注記
この取り扱い説明書はサービスマニュアルの記載情報を参照
しています。このキットを取り付けるには、該当する年式/モ
デルのサービスマニュアルが別途必要です。サービスマニュ
アルは最寄りのハーレーダビッドソンジャパン正規販売網店
でお買い求めいただけます。

キット内容

「図7」、「表1」および「表2」を参照してください。

サドルバッグの準備

サドルバッグリッドの取り外し
注記

2007年以降のスマートサイレン装備車:

• ハンズフリーキーフォブが作動圏内にあることを確認しま
す。

注記
全ての車両:

• サドルバッグから全てのアイテムを取り外します。

• リッドの取り外し手順を行う上で、車両からサドルバッグ
を取り外す必要はありません。

• リッドを外す場合に、サドルバッグ底部が損傷しないよう
に注意してください。

1. スクリュー2本を外して、サドルバッグのリッドからのみ
チェックストラップを外します。

2. スクリュー5本を外して、サドルバッグラッチからリッド
を外します。 ラッチは、サドルバッグ底部に取り付けた
ままでも構いません。 新しいサドルバッグリッドの取り
付けの為、スクリューとバックプレートを保持します。
外したリッドは、廃棄するか、または取っておくことが
できます。

3. 残りのサドルバッグのリッドでも繰り返します。

サドルバッグの穴開け

1. 作業面にきれいなパッドまたは毛布をかけ、サドルバッ
グの塗装面を保護します。
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2. サービスマニュアルの指示に従って、車両からサドルバッ
グ底部を1つ外します。アウトボード側を下にして、保護
作用面に置きます。

3. 「図1」を参照してください。サドルバッグの背面から、
バッグの頂部に沿って約216 mm (8.5 in)の位置を測りま
す(図を参照)。直径16 mm(0.62 in)の穴をその位置にド
リルで開けます。
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穴用に216mm(8.5インチ)を測る1.

図1。インボードサドルバッグ壁(右側表示)に穴を開ける

4. サドルバッグを脇に置き、反対側のサドルバッグにも、
ステップ1～3を繰り返します。

サドルバッグリッドアッセンブリー
注記

未仕上げのサドルバッグのリッドは、取り付け前に仕上げ塗
装してください。

1. 「図7」を参照してください。 ガスケット(C)、マウント
プレート(D)、摩耗プレート(B)2枚および仕上げ塗装サド
ルバッグリッド(A)を、サドルバッグリッドキット(別途
購入)から用意します。

注記
摩耗プレートおよびガスケットをサドルバッグリッドに
しっかり接着するには、周囲温度が16 °C(60 °F)以上
でなければなりません。

2. 「図2」を参照してください。摩耗プレート(2)の1つの粘
着テープからライナーを外します。 摩耗プレートをサド
ルバッグリッド(1)に慎重に付け、タブ(3)上でセンタリ
グして、しっかりはめます。 摩耗プレートに一定の圧力
をかけたまま、約1分間押さえ続けます。 2つ目の摩耗プ
レートを使ってリッドの反対側でも繰り返します。
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サドルバッグリッド1.
摩耗プレート(2)2.
タブ3.
ガスケット4.
粘着テープ5.

図2。摩耗プレートとガスケットのサドルバッグリッドの取り
付け

3. 「図7」を参照してください。 マウントブラケット(D)を
サドルバッグリッドフランジに付け、マウント穴5個を並
べます。

注記
• ガスケットの高い端を「図2」のようにカバーの外端に

向けて並べます。

• ヒンジの反対側、リッドのインボード側中央にガスケッ
トの取り付けを始めます(「図4」、アイテム9を参照)。

• ガスケット接着剤で、マウントプレートをしっかり固
定します。

4. 図のように、ガスケットがリッド(1)の内周部に押し込ま
れた状態で、サドルバッグリッドガスケット(4)の粘着
テープ(「図2」、アイテム5)からライナーをゆっくりと
外します。

5. 作業面のきれいなパッドまたは毛布の上にガスケット側
を下向きにしてリッドを置きます。

6. 「図7」を参照してください。 サドルバッグスピーカー
アッセンブリー(7)、スピーカーバスケット(1)、4本の
No.8-18x31.8 mm(1.25 in)長スクリュー(8)をスピーカー
キットから取り出します。

7. サドルバッグリッドの下側から、大きな四角形の開口部
(F)を正面に向け、スピーカーバスケットをスピーカー
キャビティ下に入れ、リッドにしっかり収めます。

8. 上部からスクリューを、スピーカーの各取り付け穴に通
します。サドルバッグの正面を向いたツイーター(E)でス
ピーカーをサドルバッグリッド正面のキャビティに取り
付けます。

9. 4本のスクリューをバスケットのマウントホールに合わ
せ、25.4–38.1 N·m(10–15 in-lbs)のトルク値で締め付け
ます。スピーカーキットからスピーカーグリル、ラバー
ワッシャーとスクリュー(アイテム10)4組を用意します。

10. スピーカーグリル(2または3)、ラバーワッシャー(9)と
No.8-18 x 19 mm (0.75 in)長スクリュー(10) 4組をスピー
カーキットから取り出します。
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11. ゴムワッシャーをリッドの各グリル取り付け穴周辺にあ
る穴に入れます。

12. スピーカーグリルをスピーカー正面上に付けます。 サド
ルバッグリッドの下側から、スクリューをリッドの穴か
らグリル内のマウントパッドに通します。 スクリューを
25.4–38.1 N·m (10–15 in-lbs)のトルク値で締め付けま
す。

13. 反対側のサドルバッグリッドでもステップ1～12を繰り返
します。

14. 先に外しておいたスクリュー(G) 5本を使って新しいリッ
ドをサドルバッグラッチと底部に取り付けます。
2.3–2.8 N·m(20–25 in-lbs)のトルク値で締め付けます。

注記
「図3」を参照してください。サドルバッグラッチヒンジ
は、判り易くするためにピンを外した状態で表示してあ
ります。

15. キットからフォームパッド(「図7」、アイテム15)を2つ
用意します。 1つを「図3」のとおり、半分に切ります。
ライナーを切り取っていないパッドの粘着テープから外
し、ラッチヒンジコネクターセグメント(3)の平面側に固
定します。ライナーを、切り取った方のパッドの粘着テー
プから外し、図のように、ラッチコネクターセグメント
のヒンジ側に固定します。

注記
残りのフォームパッドセグメントは、必要に応じて、ス
ピーカー操作で発生するサドルバッグの振動を抑えるの
に、切り取って使用できます。
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サドルバッグヒンジセグメント1.
リッドヒンジセグメント2.
ヒンジコネクターセグメント3.
ラッチバックプレートセグメント4.
フォームパッド(2)5.

図3。フォームパッドのサドルバッグラッチヒンジ取り付け
(左側表示)

16. 残りのサドルバッグを同じように組み立てます。

サドルバッグハーネスの取り付け

1. 「図7」を参照してください。 サドルバッグスピーカー
ジャンパーハーネス(11)と張力緩和グロメット(12)をキッ
トから用意します。

2. 大きいほうの端を6方ピンハウジング(I)に向け、グロメッ
トをピンハウジング近くのハーネスコンジットにはめ込
みます。

3. 「図4」を参照してください。ジャンパーハーネスのベア
ソケットターミナル(1)側を先にサドルバッグ側壁にドリ
ルで開けた直径16 mm(0.62 in)の穴(2)に外側から差し込
みます。次のようにハーネスを取り回します。

a. サドルバッグ底部に向けて下向き

b. インボード壁に沿って後ろ向き

c. サドルバッグの後方まで

d. アウトボード壁に対して前方、および

e. サドルリッドテザー正面で上方に向けます。

7
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ジャンパーハーネスのむき出しソケットターミナル端1.
サドルバッグ側壁に穿孔した穴2.
スピーカーバスケット3.
スピーカーコネクターに最も近い底開口部4.
ワイヤーリテーナー(6)5.
ケーブルストラップ(7)6.
張力緩和グロメット7.
サドルバッグ容量ラベル8.
このエリアからガスケットの取り付けを始めます9.

図4。サドルバッグ内のハーネスの取り回し

4. ソケットターミナルを、スピーカーコネクターに最も近
いスピーカーバスケット(3)の底開口部(4)から通し、ター
ミナルをスピーカースペードターミナルに取り付けます。
スペードターミナルは誤接続防止のため、異なったサイ
ズになっています。

5. ワイヤーリテーナー(5)6個とケーブルストラップ(6)7本
をキットから用意します。ケーブルストラップの1本で配
線をバスケットにつなぎます。
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6. 各配線リテーナーの粘着面の裏紙からライナーをはがし、
表記のようにサドルバッグの内側の壁、サドルバッグの
底から約25 mm(1 in)の位置に取り付けます。ジャンパー
ハーネスをケーブルストラップで、ワイヤーリテーナー
に取り付けます。

7. 張力緩和グロメット(7)を、サドルバッグ側壁の穴に差し
込みます。RTVシーラントをグロメットと穴周辺に当て、
水漏れを防止するように密封します。

8. サドルバッグ容量ラベル(8)をリッド内に取り付けます。

9. 反対側のサドルバッグも行います。

10. サービスマニュアルの説明に従って、車両にサドルバッ
グを取り付けます。

車両の準備

1. ハーレーダビッドソン ジャパン正規販売網店に、サウン
ドイコライザーソフトウェアによるラジオのアップグレー
ドをしてもらいます。

注記
2007年以降のスマートサイレン装備車:

• ハンズフリーキーフォブが作動圏内にあることを確認
します。

• イグニッションキースイッチをIGNITION(イグニッショ
ン)にします。

警告

フューエルが飛び散らないよう、サプライホースを外す前に
高圧フューエルシステムをパージします。ガソリンは可燃性、
起爆性が非常に高いため、死亡事故または重傷事故につなが
るおそれがあります。(00275a)

2. サービスマニュアルの説明に従って高圧ガソリンのフュー
エル供給システムを空にし、フューエルサプライホース
を取り外してください。

警告

誤ってエンジンを始動すると、死亡事故や重大な人身事故を
引き起こすおそれがあるため、メインヒューズを外して作業
を開始してください。(00251b)

3. サービスマニュアルを参照し、説明に従って、メイン
ヒューズを取り外します。

警告

フューエルシステムを取り扱う際は、喫煙したり、そばで火
や火花の元となるものを使用したりしないでください。ガソ
リンは可燃性、起爆性が非常に高いため、死亡事故または重
傷事故につながるおそれがあります。(00330a)

4. サービスマニュアルの説明に従い、フューエルタンクか
らインスツルメントコンソール(装着時)を取り外します。

5. フューエルタンクの外し方はサービスマニュアルを参照
してください。

車両配線

リアスピーカーハーネスを取り付けます。

1. 「図7」を参照してください。 リアスピーカーハーネス
(4)の一端にある2本の長い分岐のソケットハウジングを
点検します。 ソケットハウジングの一つ(「RIGHT」と表
記): このハウジングを右サドルバッグから出るピンコネ
クターに取り付けます。残りのソケットハウジング(表記
なし): このハウジングを左サドルバッグから出るピンコ
ネクターに取り付けます。

a. キャビティ4はオレンジ/黒色の配線が挿入されていま
す。

b. キャビティ5は緑色の配線が挿入されています。

c. キャビティ6は薄緑/茶色の配線が挿入されています。

a. キャビティ4は茶/白色の配線が挿入されています。

b. キャビティ5は茶色の配線が挿入されています。

c. キャビティ6は白/茶色の配線が挿入されています。

2. 車両の前方に向かって分岐ハーネスを配線していきます。

a. 左右のリアフレームフェンダーサポートアームに沿っ
てキットのケーブルストラップを使用し、分岐ハーネ
スをフェンダーサポートに固定します。

b. フェンダーの前に向かって分岐を送り、右側の分岐を
上からリアフレームの左側に交差させます。ケーブル
ストラップを使用し、ハーネスの両分岐をフレームに
固定します。

c. 引き続きメインの分岐を前方へ取り回し、ハーネスを
フレームチューブの内側に押し込みます。サドルバッ
グガードマウントスクリューのスクリュー頭を避け、
ハーネスがシートに挟まらないようにします。ケーブ
ルストラップ4本を使用し、ハーネスのメインの分岐を
フレームチューブに固定します。

d. バッテリーのキャビティの左側に沿ってハーネスを取
り回し、ハーネストレーに向かって送ります。

e. ハーネストレーのカバーを開けます。 ケーブルスト
ラップ使用してハーネスをトレー開口部に通し、メイ
ンハーネスに固定します。

f. リアスピーカーハーネスを前方に向かってフェアリン
グに入れます。

警告

ステアリングのスムーズな動きを妨げるものがないことを確
認します。ステアリングに干渉があると車両を操作できなく
なり、死亡事故や重大な人身事故を引き起こすおそれがあり
ます。(00371a)

• ハンドルバーを左右のフォークストップに当たるまで完全
に回したとき、ワイヤーがきつく張った状態にならないこ
とを確認します。

3. アウターフェアリングとウィンドシールドを取り外しま
す。サービスマニュアルを参照してください。

4. リアスピーカーハーネスの前面部分の2本の分岐をフェア
リングの内側に引き入れ、インターコネクトハーネスの
経路に沿わせて内側インナーフェアリングの左上まで配
線します。
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5. 「図5」を参照してください。 未完了の場合は、ラジオ
ハーネス(1)またはウルトラ以外のオーバーレイハーネス
(2)からラジオの後方に、35ウェイソケットハウジング
[28B] (3)を差し込みます。 6ウェイピンハウジング[6A]
(4)を車両インターコネクトハーネスに接続します。ケー
ブルストラップで固定します。

注記
ノンウルトラオーバーレイハーネスの場合: コネクター
[41A]と[42A]には、「RIGHTREARSPEAKER」と「LEFTREAR
SPEAKER」のマークが付いています。

ラジオハーネスの場合:コネクター[41A]と[42A]には印が
ありません。

ラジオハーネスのコネクター[41A]の右側スピーカーワイ
ヤーの色

• キャビティ4、オレンジ/黒

• キャビティ5、緑色

• キャビティ6、薄緑/茶色

ラジオハーネスのコネクター[42A]内の左側スピーカーワ
イヤーの色

• キャビティ4、茶/白色

• キャビティ5、茶色

• キャビティ6、白/茶色

6. リアスピーカーコネクターの組み合わせ: 「図7」を参照
してください。リアハーネス(4)6ウェイソケットハウジ
ングのキャビティ5と6の配線色を、ラジオハーネスまた
はウルトラ以外のオーバーレイハーネス6ウェイピンハウ
ジング[41A]と[42A]の色と適合させます。左右スピーカー
ソケットハウジングを正しいピンハウジングに差し込み
ます。ラジオハーネスあり、フロントアンプなし:ラジオ
ハーネスあり、フロントアンプあり:4本の終端のワイヤー
をアンプのハーネスコネクター[149B]に挿入します。
Boom!™オーディオアンプキット説明書を参照してくださ
い。

a. ラジオハーネスの緑色配線終端をラジオハーネスコ
ネクター[28B]のキャビティ1に差し込みます。

b. 終端された薄緑/茶色配線をラジオハーネスコネク
ター[28B]のキャビティ24に差し込みます。

c. 茶色終端ワイヤーをラジオハーネスコネクター[28B]
のキャビティ2に差し込みます。

d. 白/茶色終端ワイヤーをラジオハーネスコネクター
[28B]のキャビティ25に差し込みます。

7. キットのケーブルストラップを使用して、ハーネスを近
くの配線に固定します。

注記
サウンドシステムを損傷させないため、メインヒューズ
を取り付ける前に、イグニッションスイッチがOFF(オフ)
になっているか確認してください。

8. イグニッションスイッチがOFF(オフ)になっていることを
確認します。 サービスマニュアルを参照し、説明に従っ
てメインヒューズを取り付けます。

9. ラジオとスピーカーコントロールが正しく作動するかテ
ストします。

10. テスト完了後、メインヒューズをもう一度外し、サービ
スマニュアルの指示に従ってタンクを取り付けます。

11. アウターフェアリングとウィンドシールドを取り付けま
す。サービスマニュアルを参照してください。

警告

シートを装着したらシートを上に引っ張り、所定の位置にロッ
クされていることを確認します。シートが緩んでいると、走
行中に動いて制御不能となり、死亡したり重傷を負うおそれ
があります。(00070b)

12. サービスマニュアルを参照し、説明に従って、シートを
取り付けてください。
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6ウェイ右リアスピーカーピンコネクター[41A]5.ラジオハーネス692001061.
6ウェイ左リアスピーカーピンコネクター[42A]6.ウルトラ以外のオーバーレイハーネス70169-06A2.
これらのワイヤー4本をラジオハーネス[28B]またはアンプ
ハーネス[149B]に接続

7.35ウェイラジオソケットコネクター[28B]3.

6ウェイインターコネクトハーネスピンコネクター[6A]4.

図5。ラジオハーネス/ウルトラ以外のオーバーレイハーネス配線図

Tour-Pak下にアンプを装着した車両の場合

Tour-Pakの下にアンプが装着されている場合、リアスピーカー
ポッドではなくリアアンプを使ってサドルバッグスピーカー
に電源を供給することができます。

注記
アンプはスピーカー2ペア以上に使用できません。

「図7」を参照してください。キットからサドルバッグスピー
カージャンパーハーネス(11)2個を取り出します。

「図6」を参照してください。 2つの4.8 mm (0.19 in)スペー
ドターミナル(アイテム3、部品番号72438-06)、2つの6.4 mm
(0.25 in)スペードターミナル(アイテム4、部品番号
72446-06)、12個のケーブルストラップ(アイテム5、部品番号
10006)も必要になります。これらのアイテムは、ハーレーダ
ビッドソンジャパン正規販売網店にてお求めいただけます。

1. 6ウェイソケットハウジング(2)を、サドルバッグスピー
カージャンパーハーネスからハウジングにできるだけ近
いところで配線を切り、取り外します。 ソケットハウジ
ングを廃棄します。

2. サービスマニュアル付録の説明に従って、緑色配線の先
に細いスペードターミナル(3)を取り付けます。白色配線
の先に広いスペードターミナル(4)を取り付けます。

3. サドルバッグスピーカージャンパーハーネスに対してス
テップ1および2を繰り返します。

4. Tour-Pakの左前と右前の角の前方に作業を移します。 絶
縁メスターミナルで終わるアンプハーネスの2ワイヤーブ
ランチを2本探します。

5. 各サドルバッグスピーカージャンパーハーネスの端から
スペードターミナルを、アンプハーネスのブランチ上の
絶縁されたメスターミナルに差し込みます。 異なるサイ
ズのスペードコンタクトを使用することで正しく組み立
てることができます。
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6. 「図4」を参照してください。 サドルバッグスピーカー
ジャンパーハーネスを、本マニュアルのサドルバッグハー
ネスの絶縁に説明されているとおり、サドルバッグスピー
カーに送ります。 ケーブルストラップを使って、アンプ
ハーネスにサドルバッグスピーカージャンパーハーネス
を固定します。

W

GN

W

GN
1

2

3

4
5

is07126

サドルバッグスピーカージャンパーワイヤーハーネス
(2)

1.

配線を切り、ソケットハウジングを取り外す2.
スペードターミナル、4.8mm(0.19インチ)幅(2)3.
スペードターミナル、6.4mm(0.25インチ)幅(2)4.
ケーブルストラップ(12)5.

図6。ハーネス、サドルバッグスピーカーからリアマウントア
ンプ

BOOM!™オーディオソフトウェアのアップグレー
ド

このキットを購入すると、アドバンスドオーディオシステム
と使用される、特別に開発されたサウンドイコライザーソフ
トウェアをご利用いただけます。この独自のイコライザーは
Boom!™オーディオサドルバッグスピーカーの性能とサウンド
レスポンスを最大限に引き出すように設計されたものです。

このキットをハーレーダビッドソンジャパン正規販売網店に
て取り付けていない場合でも、この特別イコライザーソフト
ウェアは、Digital Technician IIを通してどの取扱店でも無
料で使用できます。アップグレードの手続きには販売店のサー
ビス料金が適用される場合があります。

使用時

野外に駐車している場合、スピーカーキャビティに水が少量
溜まることがときどきあります。サドルバッグスピーカーは、
全天候型です。またスピーカーが作動することで水はすぐに
蒸発してはけますが、一時的に音質に影響することがありま
す。スピーカーキャビティをすぐに空にするには、サドルバッ
グのリッドを取ります。

交換用パーツ
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G 1
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B

B
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11
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9
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図7。交換用パーツ、Boom!オーディオサドルバッグスピーカーキット
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交換用パーツ

表1。交換用パーツ、スピーカーマウント付きTouringモデルサドルバッグリッド

キットまたは部品番号詳細(数量)アイテ
ム

サドルバッグカバーキット(アイテムA～Dを含む);
別売り。サドルバッグスピーカーキット76000202のパーツではない

別売りなし• リッド(カバー)、サドルバッグA

90962-93• 摩耗プレート(2)B

90675-93A• ガスケット、カバーC

12700035• マウントブラケットD

表2。交換用パーツ、Boom!オーディオサドルバッグスピーカーキット

部品番号詳細(数量)アイテ
ム

76000182ガスケット、スピーカー保護(2)1
76000180グリル、スピーカー(左)2
76000181グリル、スピーカー(右)3
69200022ハーネス、リアスピーカー4
14000069サドルバッグ容量ラベル(2)5
別売りなしスピーカーキット(2)(それぞれアイテム7から15を含む)6
76000210• スピーカーアッセンブリー、5x77

10200095• スクリュー、Hi-Lo、No.8-18x31.8 mm(1.25 in)長(4)8

25700117• ラバーワッシャー(4)9

10200012• スクリュー、Hi-Lo、No.8-18x19 mm(0.75 in)長(4)10

別売りなし• ワイヤーハーネス、サドルバッグスピーカージャンパー11

12100001• グロメット、ストレインリリーフ12

69200342• ワイヤーリテーナー、粘着面の裏紙(6)13

10065• ケーブルストラップ(7)14

別売りなし• パッド、サドルバッグラッチ(2)15

キットには含まれない本文中記載のアイテム:
ツイーター(2)、リアスピーカーアッセンブリー部品E
スピーカー保護バスケットの大きな開口部F
底部取り付けスクリューのサドルバッグリッド(10)G
ジャンパーハーネスソケットターミナル(2)H
ジャンパーハーネス6ウェイピンハウジングI
サドルバッグ側壁にある直径16 mm(0.62 in)の穴J
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